
 

 

  

 

                  

旅行期間：2024 年 5 月 17 日（金）～5 月 25 日（土）（6R 付/添乗員同行）  

 日付 発着地  時刻 交通機関 摘  要 朝 昼 夕 

1 5/17 

（金） 

東京（成田） 発 午前 航空機 空路、直行便又は乗継便利用でオーストラリア・メルボルンへ 

＜機内泊＞ 

 

 

 機 

2 5/18 

（土） 

メルボルン 着 午前 

 

専用車 着後、市内観光の後、ホテルへ   

午後、ホテルにて休息 

＜メルボルン泊＞ 

機   

3 5/19

（日） 

 

バーロンヘッズ/メルボルン 

バーンボウグル 

 

発 

着 

 

午前 

午前 

専用車 

航空機 

送迎車 

ホテル発、バーロンヘッズ空港へ（約 1 時間 15 分） 

空路、プライベートジェットにてタスマニア・バーンボウグルへ（約 90 分） 

着後、バーンボウグル・デューンズコースにてプレー （約 10 分） 

プレー終了後、ホテルへ（約 10 分）              ＜バーンボウグル泊＞ 

○   

4 5/20

（月） 

バーンボウグル滞在   

 

 バーンボウグル・ロストファームコースにてプレー 

＜バーンボウグル泊＞ 

○   

5 5/21 

（火） 

 

バーンボウグル 

キングアイランド 

 

発 

着 

 

午前 

午前 

送迎車 

航空機 

専用車 

ホテル発、バーンボウグル・プライベート空港へ（約 10 分） 

空路、プライベートジェットにてキングアイランドへ（約 1 時間） 

着後、ケープウイッカム GL にてプレー （約 40 分） 

プレー終了後、ホテルへ（約 40 分）             ＜キングアイランド泊＞ 

○   

6 5/22

（水） 

 

 

キングアイランド 

バーロンヘッズ/メルボルン 

 

 

発 

着 

 

 

午後 

午後 

専用車 

 

航空機 

専用車 

ホテル発、ゴルフ場へ（約 10 分） 

オーシャンデューンズ GC にてプレー 

空路、プライベートジェットにてメルボルンへ（約 60 分） 

着後、メルボルン市内のホテルへ（約 1 時間 15 分）      ＜メルボルン泊＞ 

○   

7 5/23

（木） 

メルボルン 

↓↑ 

モーニントン半島 

  専用車 ホテル発、ゴルフ場へ（約 40 分） 

ロイヤルメルボルン GC・ウエスト又はイーストコースにてプレー 

（キャディ同伴プレー） 

＜メルボルン泊＞ 

○   

8 5/24 

（金） 

メルボルン  滞在   

 

専用車 ホテル発、ゴルフ場へ（約 45 分） 

キングストンヒース GC にてプレー 

（徒歩プレー/キャディが同行しますが、キャディフィ及びキャディチップは現地支払い） 

＜メルボルン泊＞ 

○   

9 5/25 

（土） 

 

メルボルン 

東京（成田） 

 

発 

着 

 

午前 

夕刻 

専用車 

航空機 

ホテル発、メルボルン空港へ（約 30 分） 

空路、直行便又は乗継便にて帰国の途へ 

着後、通関の後解散 

 

機 

 

機 

 

○利用予定航空会社 東京-メルボルン往復：日本航空、カンタス航空                            ※コースのプレー順は変更になる場合があります。 

  メルボルン - バーンボウグル- キングアイランド - メルボルン：プライベートジェット/機材チーフテイン予定 

○利用予定ホテル メルボルン：ドーセット、ザ・サヴォイ・オン・リトルコリンズ、モーヴェンピック等（1 泊+3 泊） 

  バーンボウグル（タスマニア島）：バーンボウグル・ロストファームゴルフリゾート（2 泊）  

キングアイランド：キングアイランドホテル、ブーメラン・バイザシー（1 泊） 

○添乗員  同行 

○募集人数  7 名様 （最少催行人数 4 名様） 
 

○旅行代金に含まれるもの  

①東京⇔メルボルン区間のエコノミークラス航空運賃 ②プライベートジェット費用 ③日程表記 7 泊分宿泊代金（2 名 1 室利用） ④朝食 6 回   

⑤日程表記 6 ラウンドのゴルフプレー代金 ⑥日程表記の専用車による移動費用 ⑦添乗員同行費用 ⑧海外企画手配旅行保険 

○旅行代金に含まれないもの  

①個人的費用 ②日程表記以外の食事料金 ③オプショナルツアー代金 ④ゴルフプレー時のキャディフィ及びキャディチップ ⑤成田空港使用料、 

航空保険料、オーストラリア空港諸税、燃油特別付加運賃 ⑥その他、日程表に表記のない事項 
 
 
 
 
 
 

２０２４年 メルボルン・タスマニア＆キングアイランドゴルフ ９日間
オーストラリア南部のメルボルン、タスマニア島、キングアイランドの最高のコースでのプレーを満喫してください。キング

アイランドはケープウイッカム、オーシャンデューンズの 2 コースが名コースとして知られていますが、定期便はメルボル

ン国際空港からしか運航をしていないため、タスマニア、キングアイランドを含めた旅行にするのには、日数や料金が

かかりすぎ、難しい点が多くありました。今回はプライベートジェットを利用しながら、快適にオーストラリアの 6 コース

をプレーします。4 名様以上のお申し込みの場合には、個別に出発日、帰国日の設定も可能となります。 

 



 

料金表 

旅行代金    ８５５，０００円 

1人部屋追加代金    １３２，０００円 

ビジネスクラス追加代金    ６８５，０００円 

*成田空港施設使用料、現地空港諸税、燃油特別付加運賃の合計額 84,490 円相当別途 

*現地空港諸税、燃油特別付加運賃は為替及び原油価格により変動します。(2023 年 9 月現在） 

◎プライベートジェットの積載量制限のため、1 名様のお預けいただく荷物重量が参加人数により 34 ㎏～60 ㎏程度に調整いただく場合があります。 

◎移動の利便性、荷物保管等の理由で、メルボルン滞在中の移動に関しては、添乗員が運転する大型 VAN を利用する場合があります。 

※オーストラリア入国に際しては、オーストラリア電子認証（ETA)の事前取得が必要となります。現在、旅行会社での代理申請をすることができませんので、ご自身

で「オーストラリア ETA アプリ」を アップルストアや グーグルプレイストアからダウンロード（無料）いただき、申請手続きを行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‐オリジナリティの追求‐ 

  

世界のゴルフコースの中で、どこに行ったら一番楽しいですか？という質問をよく受けます。 

秀逸なコースが同地域にいくつもある場所といえば、スコットランド、ペブルビーチ、パームスプリングス、アリゾナ、コーラー、バンドン、ア

ルガルヴェ（ポルトガル）、アンタルヤ（トルコ）等々のデスティネーションが思い浮かびます。 

地域をどこまで範囲を広げるかが問題となりますが、例えば 10 日間の行程の場合、アイルランド、ニュージーランド、メルボルン等の

ゴルフパラダイスがこの中に含まれてきます。 

  

これまで、メルボルンのプライベートコース、タスマニアの北側にあるリンクスコース、バス海峡（メルボルンとタスマニア島）の間にある

キングアイランドへの単独ツアーは実施をさせていただいておりましたが、それぞれの地域が近いながらも航空便の不便さのために、

同一の旅行でゴルフをするのが困難な状況でした。 

特にキングアイランドにはケープウイッカムとオーシャンデューンズという素晴らしい 2 コースがありながら、スーツケースとゴルフバッグを持

って乗ることができないような小型の航空機で、メルボルンに荷物を預けてキングアイランドへ身軽な恰好で行かなくてはいけない…

といった不便さを強いられておりました。 

また、タスマニア島のベストコースであるバーンボウグル・デューンズとロスとファームの 2 か所をラウンドするためには、約 1 時間半の距

離にあるローンセストン空港の往復をしなくてはなりませんでした。 

加えて、メルボルンに名コースは多くありますが、ロイヤルメルボルン、キングストンヒース等のプライベートコースにはエントリーがなかな

か難しい状況にありました。 

  

今回、メルボルン（バーロンヘッズ空港）→タスマニア（ロストファームエアストリップ）→キングアイランド→メルボルン（バーロンヘッ

ズ空港）の間をプライベートジェットを利用することにより、理想的な旅程が組めたと確信をしております。これまで誰もクリアにできな

かった点を克服して、オリジナリティたっぷりの「キングスアイランド・タスマニア＆メルボルンゴルフ 9 日間」をお楽しみください。 

ロイヤルメルボルン GC 
キングストンヒース GC 

バーンボウグル・デューンズ 

ロストファーム 

ケープウイッカム GL 

オーシャンデューンズ GC 


